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無脊椎動物6
いろいろな生物とその共通点

教科書 p. 54 〜 61

1	無脊椎動物
⑴　節

せっ

足
そく

動
どう

物
ぶつ

　外
がい

骨
こっ

格
かく

があり、からだに節
ふし

がある無脊椎動物。

＊　外骨格　節足動物のからだをおおっている殻で、からだを支えたり保護したりするはたらきをしている。

外骨格の内側に筋肉がついており、筋肉は外骨格を引っ張るように関節にはたらく。

①　甲
こう

殻
かく

類
るい

　からだが頭
とう

胸
きょう

部
ぶ

、腹
ふく

部
ぶ

の 2 つの部分、

または頭
とう

部
ぶ

、胸
きょう

部
ぶ

、腹部の 3つの部分からなる。

あしの数は 3対
つい

（6 本）より多い。水中で生活す

るものが多く、水中で生活するものはえらや皮

膚などで呼吸する。

例　ザリガニ、カニ、ミジンコ

②　昆
こん

虫
ちゅう

類
るい

　からだが頭部、胸部、腹部の 3つの

部分からなる。あしの数は 3対（6本）で、3対

のあしはすべて胸部についている。胸部、腹部

には気
き

門
もん

があり、気門から空気をとりこんで呼

吸している。

例　バッタ、カブトムシ、チョウ

③　その他　クモやサソリのなかま、ムカデのなか

まなど。

⑵	　軟
なん

体
たい

動
どう

物
ぶつ

　からだに節がない無脊椎動物。外
がい

とう

膜
まく

とよばれる筋肉でできた膜があり、内臓� �

を包んでいる。また、貝
かい

殻
がら

があるものもいる。

例�　マイマイ、アサリ、サザエ、タコ、イカ

⑶　節足動物と軟体動物以外の無脊椎動物

例 　ウニ、ヒトデ、ミミズ、ナマコ、クラゲ、� �

イソギンチャク、ホヤ

2	動物の分類表の作成
動物

脊椎動物 無脊椎動物

哺乳類 鳥類 ハチュウ
類 両生類 魚類

節足動物
軟体動物 その他

昆虫類 甲殻類 その他
ネズミ、
ウサギ、
サル、イヌ、
コウモリ

ウズラ、
スズメ、
ワシ、ツル、
ニワトリ、
ダチョウ

カメレオン、
トカゲ、
カナヘビ、
カメ、ワニ、
ヘビ

カエル、
イモリ、
サンショウ
ウオ

ヒラメ、
イワシ、
サケ、
タツノオトシゴ、
メダカ、アジ

バッタ、
カブトムシ

ザリガニ、
カニ、
エビ、
ミジンコ

クモ、
ムカデ

マイマイ、
アサリ、
サザエ、
タコ、イカ

ヒトデ、ウニ、
ナマコ、
イソギンチャク、
クラゲ、
ミミズ、ホヤ

胎生 卵生 からだは外骨格でおおわれて
いる。からだとあしには節が
ある。

内臓は外
とう膜で
包まれる。肺 （幼生）えら・皮膚

（成体）肺・皮膚 えら

背骨がある。 背骨がない。

外とう膜

あし

眼

外とう膜えらあし

頭部

胸部

腹部

頭胸部

腹部

関節になっている。

ダンゴムシ

外とう膜の外側につくられる。
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確 問認 題
必修ワード

学習日 　　月  　　　日学習日

6　無脊椎動物

節足動物、外骨格、昆虫類、甲殻類、軟体動物、外とう膜

1	無脊椎動物
□⑴　次の文の空欄に当てはまる語句を記入しなさい。

□①　カニや、カブトムシなどの無脊椎動物は、からだが殻でおおわれている。この殻を〔　 〕

という。

□②　無脊椎動物のうち、ザリガニやバッタなどのように、からだが殻でおおわれ、からだに節がある無脊

椎動物を〔 　 〕という。

□③�　カニやザリガニなど、からだが頭胸部、腹部の 2つの部分、またはダンゴムシなど、頭部、胸部、腹

部の 3つの部分からなるグループを〔 　 〕という。

□④　カブトムシやバッタなど、からだが頭部、胸部、腹部の 3つの部分からなり、あしの数が 3対（6本）

であるグループを〔 　 〕という。

□⑤　からだに節がなく、内臓が筋肉でできた膜である〔 　 〕に包まれている無脊椎動物を

〔 　 〕という。

□⑥�　アサリやサザエのように、〔 　 〕によって筋肉でできた膜をおおうものもいる。

□⑵　図１のような節足動物について、空欄に当てはまる語句や数を記入し、特徴をま

とめなさい。

□①�　昆虫類は、からだがAの〔 　 〕・Bの〔 　 〕・

　　Cの〔 　 〕からなり、あしが〔 　 〕対ある。

□②�　節足動物は、全身が〔 　 〕でおおわれていて、その内側につい

ている〔 　 〕のはたらきによって、からだを動かす。

□⑶�　図２のような軟体動物について、空欄に当てはまる語句を記入し、特徴をまとめ

なさい。

□①　からだに〔 　 〕がない。

□②�　Dの〔 　 〕があり、〔 　 〕を包んでいる。

2	動物の分類表の作成
□⑴　表は動物の分類をまとめたものである。①〜⑫の空欄に当てはまる語句を記入しなさい。

図２

D

A

B

C

図１

動物

①〔　　　　　　　　　〕動物 ②〔　　　　　　　　　〕動物

哺乳類 鳥類 ハチュウ
類 両生類 魚類

節足動物
軟体動物 その他

昆虫類 甲殻類 その他

例 ネズミ
コウモリ

ワシ
ニワトリ

カナヘビ
カメ

カエル
イモリ

サケ
メダカ

バッタ
カブトムシ

ザリガニ
カニ

クモ
ムカデ

アサリ
イカ

ミミズ
ウニ

子の
うまれ方

③
〔� 〕④〔　　　　　　　　　〕

からだは⑩〔　　　　　　〕
でおおわれている。
からだに⑪〔　　　　　　〕
がある。

内臓は外
とう膜で
包まれて
いる。

呼吸の
しかた ⑤〔� 〕

幼生は
⑥〔� 〕
と皮膚
成体は
⑦〔� 〕
と皮膚

⑧〔� 〕

骨格 ⑨〔　　　　　　　　　〕がある。 ⑫〔　　　　　　　　　〕がない。
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学習日　　　　月  　　　日基 本 問 題
❶	【節足動物】　図の
A、Bは、バッタと

カニを表している。

□⑴　AとBの共通点

を、次から全て選び、記号で答えなさい。

ア　からだの外側を外骨格がおおっている。

イ　からだが頭部・胸部・腹部の 3つに分かれている。

ウ　あしが 3対 6本ある。

エ　からだに節がある。

□⑵　A、Bは、からだのつくりの共通点から、まとめて何動物というか。

□⑶　A、Bは、からだのつくりのちがいから、それぞれ何類というか。

□⑷　⑶で答えた動物のグループに分類される動物を、次からそれぞれ 1つずつ選

び、記号で答えなさい。

ア　クモ　　イ　ミジンコ　　ウ　チョウ　　エ　ミミズ　　オ　ウニ

❷	【軟体動物】　図の
A、Bは、アサリと

イカのからだのつく

りを表している。

□⑴　A、Bの内臓を

おおっている膜Xを何というか。

□⑵　Yのつくりを何というか。

□⑶　Zのつくりを何というか。

□⑷　Yには骨がないが、この部分を使って運動す

ることができる。Yは何でできているか。

□⑸　内臓が膜Xで包まれているA、Bのような動物を、まとめて何動物というか。

❸	【動物のなかま】　図のA、B
はカブトムシとネズミの骨格を

表している。

□⑴　Aのように、からだの外側

をおおう骨格を何というか。

□⑵　A、Bには、それぞれ背骨があるか、ないか。

□⑶　背骨のあるなしで分類したとき、A、Bを、それぞれ何動物というか。

□⑷　Ａのようにからだに節がある動物を何動物というか。

□⑸　⑷の動物のうち、Ａのようにからだが 3つの部分からなり、あしの数が 3対

であるグループを何類というか。

□⑹　⑵に加えて、Bには胎生であるという特徴がある。Bを何類というか。

A バッタ B　カニ

A アサリ

貝殻
X

Z
Y

B　イカ

X

A　カブトムシ B　ネズミ

❶
⑴�

⑵�

⑶A�

B�

⑷A�

B�

❷
⑴�

⑵�

⑶�

⑷�

⑸�

❸
⑴�

⑵A�

B�

⑶A�

B�

⑷�

⑸�

⑹�
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学習日　　　　月  　　　日標 準 問 題

6　無脊椎動物

❶	図 1 は、校庭の池や、雑木林の落ち葉の下、土の中で採集した動物である。

□⑴　図 2は、採集した動物を、からだの特徴からグループ分けしたも

のである。

□①　A、Bのグループに分けられた動物には、どのような特徴があ

るか。次からそれぞれ全て選び、記号で答えなさい。

� A〔 　 〕　B〔 　 〕

ア　全身が外骨格でおおわれている。

イ　からだが頭部・胸部・腹部に分かれている。　　　ウ　からだに節がある。

エ　えらがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　オ　胸部に 3対のあしがある。

□②　Ａのグループを何というか。� 〔 　 〕

□③　Ｂのグループを何というか。� 〔 　 〕

□④　Cのグループに分けられる動物を、次から全て選び、記号で答えなさい。� 〔 　 〕

ア　イカ　　　イ　クラゲ　　　ウ　アサリ　　　エ　カニ　　　オ　エビ

□⑤　Cのグループを何というか。� 〔 　 〕

□⑥　Cのグループの特徴を 1つ書きなさい。

〔� 〕

❷	いろいろな動物を、その特徴によってA～Gに分けた。

□⑴　A〜Gを、（A・B）と（C・D・E・F・G）に分けたとき、（A・B）のグループを何というか。

� 〔 　 〕

□⑵　Aのグループの動物は、えらで呼吸するものが多い。その理由を生活場所と関連づけて、簡潔に書きな

さい。

〔� 〕

□⑶　Bのグループを、何というか。� 〔 　 〕

□⑷　A〜Gのうち、Bのグループだけがもつ特徴は何か。次から 1つ選び、記号で答えなさい。�〔 　 〕

ア　卵生である。　　　　イ　胎生である。　　　　ウ　外骨格をもつ。　　　　エ　背骨をもつ。

□⑸　A〜Gを、（A・B・C・D・E・F）と（G）に分けたとき、（A・B・C・D・E・F）のグループに共通する

特徴は何か。⑷のア〜エから 1つ選び、記号で答えなさい。� 〔 　 〕

ミミズカブトムシクモマイマイザリガニ

図１

図２
無脊椎動物

マイマイカブトムシ

A
B

C

ザリガニ ミミズ
クモ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ
タコ
アサリ

バッタ
ミジンコ

メダカ
イワシ

イモリ
サンショウウオ

トカゲ
カメ

スズメ
ワシ

イヌ
コウモリ
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学習日　　　　月  　　　日トレーニング
□⑴【脊椎動物】　図は、脊椎動物の骨格を示したものである。背骨に当たる部分をぬりつぶしなさい。

メダカ

ニワトリ

カエル

ワニ

サル

□⑵【昆虫類】　図は、バッタのからだを示したもの

である。胸部に当たる部分をぬりつぶしなさい。

□⑷【軟体動物】　図は、アサリのからだを示したも

のである。えらをぬりつぶしなさい。

□⑶【甲殻類】図は、カニのからだを示したものであ

る。腹部に当たる部分をぬりつぶしなさい。

□⑸【軟体動物】図は、イカのからだを示したもので

ある。あしに当たる部分をぬりつぶしなさい。

□⑹【脊椎動物の共通点】　次は、脊椎動物の共通点を示したものである。また、あとの図は、5つの動物をそ

の共通点をもとにして、線で囲んだものである。①〜④に当てはまる共通点をそれぞれ 1つずつ選び、記

号で答えなさい。

ア　水中に卵をうむ。　　　　　イ　陸上に卵をうむ。　　　　　　ウ　ある程度育った子をうむ。

エ　親は肺で呼吸をする。　　　オ　一生えらで呼吸をする。　　　カ　体表がうろこでおおわれている。

� ①〔 　 〕　②〔 　 〕　③〔 　 〕　④〔 　 〕

フナ カエル ワニ ニワトリ サル

①

③ ④②
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35トレーニング

□⑺【脊椎動物の分類】　次の 5つの動物を、あとの図のように、その特徴の有無で分類していく。示された特

徴がある場合はYes、ない場合はNoとするとき、①〜⑤に当てはまる動物をそれぞれ 1つずつ選び、記

号で答えなさい。� ①〔 　 〕　②〔 　 〕　③〔 　 〕　④〔 　 〕　⑤〔 　 〕

ア　メダカ　　　イ　イモリ　　　ウ　トカゲ　　　エ　ワシ　　　オ　イヌ

□⑻【脊椎動物の分類】　⑺の 5つの動物を、その特徴の有無で分類していったところ、次の図のようになった。

このとき空欄に当てはまる特徴をそれぞれ簡潔に書きなさい。

① ③

⑤

②

一生呼吸のしか
たが変わらない 陸上で生活する 卵生である

Yes

No No No

Yes Yes

④

からだが羽毛で
おおわれている

No

Yes

メダカ イモリ トカゲ ワシ

イヌ
Yes

No No No

Yes Yes

No

Yes① ② ③ ④

□⑼【動物の分類】　次の動物をあとのⅠ〜Ⅵの特徴の有無で分類する。

ア　イワシ　　イ　イモリ　　ウ　トカゲ　　エ　ペンギン　　オ　クジラ　　カ　チョウ　　キ　イカ

Ⅰ　殻のある卵をうむ。　　　Ⅱ　毛や羽毛をもつ。　　　Ⅲ　えらで呼吸する期間がある。

Ⅳ　背骨をもつ。　　　　　　Ⅴ　外骨格をもつ。　　　　Ⅵ　しめった皮膚をもつ。

□①　図 1のように分類されたとき、 　 に当

てはまる特徴と（　）に当てはまるYesまたは

Noをそれぞれ記入しなさい。

イ ア エ オ ウ カ キ

（　　）

（　　）

（　　）

（　　） （　　）

（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）

（　　）（　　）

図 1

□②　特徴をⅤ→Ⅳ→Ⅱ→Ⅰ→Ⅲ→Ⅵの順に適用

し、分類したときにできる図を図 2にかきな

さい。

図 2

25iwork_rika_tosho_chu1_mondai_004-049.indd   3525iwork_rika_tosho_chu1_mondai_004-049.indd   35 2024/11/11   16:582024/11/11   16:58

SAM
PLE



36

学習日　　　　月  　　　日基本のまとめ
●　重要図解整理　図の に当てはまる語句を入れて、基本事項を整理しよう。

◆脊椎動物

◆脊椎動物の分類

◆節足動物（エビ・カニのなかま） ◆軟体動物

イモリ
メダカ

カメ ネズミ ヘビ

カエル

スズメ

①

①

② ③

④

⑤ ⑥

②

③ ④ ⑤

5
　脊
椎
動
物
①

5
　脊
椎
動
物
②

6
　無
脊
椎
動
物

親の呼吸のしかた

体表
子のうまれ方

卵のようす

① ⑤

⑥

⑦

③

④

②

魚類

鳥類

うろこ　

肺・皮膚

殻がある

卵生
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37基本のまとめ

●　基本事項の確かめ
【脊椎動物】

□①　背骨がある動物を何というか。

□②　背骨がない動物を何というか。

□③　水中生活をする背骨がある動物の呼吸のしかたは主に何か。

□④　陸上生活をする背骨がある動物の呼吸のしかたは主に何か。

□⑤　卵から子がかえる子のうまれ方を何というか。

□⑥　子が母親の体内である程度育ってからうまれる子のうまれ方を何というか。

□⑦　背骨がある動物のうち、子が母親の体内である程度育つのは何類か。

□⑧　かたい殻のある卵をうむ羽毛をもつ背骨がある動物は何類か。

□⑨　弾力のある殻がある卵をうむ、うろこをもつ背骨がある動物は何類か。

□⑩　生活場所を水中から陸上に変える背骨がある動物は何類か。

□⑪　一生えらで呼吸する背骨がある動物は何類か。

【無脊椎動物】

□①　エビやチョウのような、無脊椎動物のからだをおおっている殻を何というか。

□②　エビやチョウのように、からだに節がある無脊椎動物を何というか。

□③　エビのように、からだが頭胸部と腹部に分かれるグループを何というか。

□④　チョウのように、胸部にあしが 3対あるグループを何というか。

□⑤　からだに節がなく、内臓が外とう膜におおわれるグループを何というか。

①�

②�

③�

④�

⑤�

⑥�

⑦�

⑧�

⑨�

⑩�

⑪�

①�

②�

③�

④�

⑤�

●　記述の練習
【脊椎動物】

□①　両生類の呼吸のしかたが、成長につれて大きく変わるのはなぜか。簡潔に書きなさい。

□②　陸上に生活する脊椎動物がうむ卵は、どのような環境に適しているか。卵の特徴をふくめて、簡潔に書

きなさい。

【無脊椎動物】

□①　外骨格とはどのようなものか。簡潔に書きなさい。

□②　昆虫類を他の節足動物と区別する特徴は何か。簡潔に書きなさい。
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学習日　　　　月  　　　日語句と記述のまとめ
1　植物の分類
□⑴　� 花弁が１枚ずつ分かれている花。

□⑵　� 花弁が１枚につながっている花。

□⑶　� めしべの先端部分。

□⑷　� めしべのふくらんだ部分。

□⑸　� 受粉後、成長して種子になるもの。

□⑹　� おしべの先端部分。

□⑺　� 被子植物のめしべの柱頭や、裸子植物の胚珠に花粉がつくこと。

□⑻　� 受粉後、子房が成長したもの。

□⑼　� 花がさき、種子をつくる植物。

□⑽　� 胚珠が子房の中にある植物。

□⑾　� 胚珠がむき出しになっている植物。

□⑿　� 裸子植物の雄花についている花粉の入ったつくり。

□⒀　� 葉に見られるすじ。

□⒁　� 子葉が 1枚の被子植物。

□⒂　� 子葉が 2枚の被子植物。

□⒃　� 単子葉類がもつ、同じような太さの多数の根。

□⒄　� 双子葉類がもつ、太い根。

□⒅　� �双子葉類がもつ、主根から枝分かれした細い根。

□⒆　� 種子をつくらない植物で、葉、茎、根の区別があるもの。

□⒇　� 種子をつくらない植物で、葉、茎、根の区別がないもの。

□�　� 種子をつくらない植物が、子孫をふやすためにつくるもの。

□�　� 胞子が入っているつくり。

□�　� コケ植物の根のように見える部分。

2　動物の分類
□⑴　� 背骨のある動物。

□⑵　� 背骨のない動物。

□⑶　� 親が卵をうみ、卵から子がかえる子のうまれ方。

□⑷　� 母親の体内である程度育ってから子がうまれる子のうまれ方。

□⑸　� 幼生のころはえらと皮膚で呼吸をし、成体になると肺と皮膚で呼吸する脊椎動物。

□⑹　� 殻のある卵をうんでなかまをふやす、体表に羽毛をもつ脊椎動物。

□⑺　� 胎生でメスの親が子に乳を与えて育てる脊椎動物。

□⑻　� からだに節がなく、内臓が外とう膜に包まれている無脊椎動物。

□⑼　� 軟体動物の内臓を包んでいる膜。

□⑽　� 外骨格でおおわれていて、からだに節がある無脊椎動物。

□⑾　� 節足動物のからだをおおっている殻などのかたい構造。

□⑿　� からだが頭部、胸部、腹部の 3つからなり、胸部に 3対のあしがある節足動物。
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39語句と記述のまとめ

1　植物の分類
□⑴　離弁花� �

□⑵　合弁花� �

□⑶　柱頭� �

□⑷　子房� �

□⑸　胚珠� �

□⑹　やく� �

□⑺　受粉� �

□⑻　果実� �

□⑼　種子植物� �

□⑽　被子植物� �

□⑾　裸子植物� �

□⑿　花粉のう� �

□⒀　葉脈� �

□⒁　単子葉類� �

□⒂　双子葉類� �

□⒃　ひげ根� �

□⒄　主根� �

□⒅　側根� �

□⒆　シダ植物� �

□⒇　コケ植物� �

□�　胞子� �

□�　胞子のう� �

□�　仮根� �

2　動物の分類
□⑴　脊椎動物� �

□⑵　無脊椎動物� �

□⑶　卵生� �

□⑷　胎生� �

□⑸　両生類� �

□⑹　鳥類� �

□⑺　哺乳類� �

□⑻　軟体動物� �

□⑼　外とう膜� �

□⑽　節足動物� �

□⑾　外骨格� �

□⑿　昆虫類� �
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実験・観察のまとめ実験・観察のまとめ いろいろな生物とその共通点
実 験 1　　身近な生物の観察　	 　教科書�p.17　　　　

方 法 ①　身近な場所でさまざまな生物をさがし、生物を見つけたら、ルーペなどを用いて生物のからだの

つくりを観察する。

②　記録用紙に生物をスケッチしたり、写真をとったりする。生物の特徴や、観察していて気づいた

ことも記録する。見つけた場所や環境も記録する。

注 意 ・ルーペで太陽を見ない。

・できるだけ、はだの露
ろ

出
しゅつ

の少ない服装にする。

・土をほったり、石を移動

したりしたときは、でき

る限りもとの状態にもど

す。

結 果 　観察記録を整理して、生

物カードを作成した。

考 察 　生物が生息・生育してい

る［　　　］や、その生物の

模様や色、大きさ、形など

に注目して観察をすると、

その生物の［　　　］がよくわかる。

クロオオアリ

1cm

観察者　○○ ○○
観察した日　4月 15日　天気　晴れ
見つけた場所　校庭
特徴★大きさは約 1cmで、色は黒色
★からだが頭・胸・腹の 3つの部分に
　分かれている。
★胸にあしが 6本ついている。
★頭にしょっ角がある。

サクラ（ソメイヨシノ）
観察者　○○ ○○
観察した日　4月 9日　天気　晴れ
見つけた場所　通学路
特徴★　　　花の大きさは約 20mm
　　★花弁の色はうすいピンク色
　　★葉の色は緑色
　　★幹と枝は茶色
　　★花弁は 5枚ある。
　　★花は枝の先にいくつかまとまって
　　　ついている。

みき

実 験 2　　さまざまな生物の分類　	 　教科書�p.23　　　　

方 法 ①　生物の特徴を見比べて共通点を見つけ、共通点をもつ生物をまとめてグループをつくる。

②　①とは異なる特徴で、ちがう分類のしかたができるかどうか考える。

③　①、②で分類に使った特徴が、適切であったかどうかを考える。

結 果 　� 　

考 察 　1と2のように、注目する特徴によって、分類のしかたが変わることがわかった。

　　　　2の結果の生物を、さらに分けることができる特徴について考える。移動する生物を「何を使って

移動するか」に注目すると、クジラとメダカは「［　　　］」で、ダンゴムシとアリとナナホシテントウ

は「あし」で移動している生物と分類できる。

　「あし」で移動する生物を、さらに「あしの数」に注目すると、アリとナナホシテントウは「［　　］」本、

ダンゴムシは「それ以外の数」のあしをもつ生物と分類できる。

1　生息・生育する環境

水中にすむ生物 陸上にすむ生物

スイレン

クジラ

メダカ

ダンゴムシ

アリ

サクラ

ナナホシテントウ

タンポポ

2　移動するかどうか

移動する生物 移動しない生物

クジラ

メダカ

ダンゴムシ

アリ

ナナホシテントウ

スイレン

サクラ

タンポポ

環境

特徴

で分類に

ひれ

6
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41実験・観察のまとめ

実 験 3　　植物の花のつくり　	 　教科書�p.29　　　　

方 法 ①　アブラナとツツジの花を用意し、花のつくりをルーペや双眼実体顕微鏡で観察する。

②　それぞれの花を各部分に分解し、形や数を調べる。

③　めしべのふくらんだ部分を縦に切り、内部を観察する。

結 果

考 察 　どちらの花にも、外側から内側に向けて、［　　　］、

［　　　］、［　　　　］、［　　　　］がある。また、めし

べの［　　　］の中には、［　　　］がある。

まとめ 　めしべの先端の部分を［　　　］といい、ここにおしべ

の［　　　］でつくられた［　　　］がつくと、［　　　］が

ふくらんで［　　　］になり、その中の［　　　］は

　　　［　　　］になる。種子はやがて発芽し、若い植物に成長していく。

柱頭に花粉がつくことを［　　　］という。

4

5 1(5) 10 1

4 6 1
アブラナ

胚珠

子
房

アブラナ

ア
ブ
ラ
ナ

めしべ めしべ

めしべ

花弁

花弁

花弁

おしべ

おしべ

おしべ
がく

がく

がく

ツツジ

ツ
ツ
ジ

胚
珠

子
房

種
子

果
実

め
し
べ

お
し
べ

がく

やく
柱頭

実 験 4　　動物のからだのつくり　	 　教科書�p.47　　　　

方 法 ①　煮
に

干
ぼ

し（カタクチイワシ）とシバエビ

を 10 分程度水につけてふやかし、観察

する準備をする。

②　ルーペなどを使って、からだの外側の

つくりをくわしく観察する。記録用紙に

動物のからだ全体、からだの部分をス

ケッチし、言葉で説明を書いて記録する。

③　手やピンセットで動物のからだを外

して、内部を観察する。動物の特徴、共

通点や相違点を記録する。

結 果 共通点：�食べたものを消化・吸収す

るためのつくりがあった。

相違点：�カタクチイワシには背骨が

あり、シバエビには背骨が

なかった。

その他、からだの表面のようす、あしとひれなど、さまざまなちがいがあった。

考 察 　動物をさまざまな観点から観察することで、共通点や相違点を見つけることができる。

　　　　背骨のある動物のグループを、［　　　　　　　］という。

　　　　背骨のない動物のグループを、［　　　　　　　　］という。

シバエビの
頭胸部

左右に引っ張る。

からだの側面をピンセットで
はがすようにとる。

ピンセット

シバエビ
煮干し（カタクチイワシ）

食べたものを
消化・吸収するつくり

カタクチイワシ

背骨（脊椎骨）

シバエビ

食べたものを
消化・吸収するつくり

まとめ

� がく

� 花弁� おしべ� めしべ

� 子房� 胚珠

� 柱頭

� やく� 花粉� 子房

� 果実� 胚珠�

� 種子

� 受粉

脊椎動物

無脊椎動物
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動植物の分類
学習日 月 日A定期テスト対策　 1 ～ 6 の総まとめ

【生物の観察と分類のしかた】

❶	図は、採集してきた試料を拡大して観察する器具である。
□⑴　図の器具を何というか。� 〔 　 〕

□⑵　図のAを何というか。また、Bの部分を粗動ねじに対して何というか。それぞ

れ名称を答えなさい。� A〔 　 〕　B〔 　 〕

□⑶　図の器具で観察をするときは、どのような手順で行うか。次のア〜エを観察す

るときの最も適当な手順になるように左から並べ、その順序を記号で答えなさい。

ア　左目だけでのぞき、Ａでピントを合わせる。� 〔 　 〕

イ　右目だけでのぞき、Ｂでピントを合わせる。

ウ　両目の間隔に合うように、Ｃを調節し、左右の視野が１つに重なって見えるようにする。

エ　粗動ねじをゆるめ、Ｃを上下させて、両目でおよそのピントを合わせる。

□⑷　図の器具は、観察物をどのくらいの倍率で観察するのに適しているか。最も適当なものを次から１つ選

び、記号で答えなさい。� 〔 　 〕

ア　約 40〜400 倍　　　イ　約 20〜200 倍　　　ウ　約 20〜40 倍　　　エ　約 2〜4倍

□⑸　図の器具は両目で観察する器具である。この仕組みからわかる、この器具による観察の特徴は何か。

〔� 〕

【花のつくり】

❷	図 1 は、アブラナの花を分解して台紙にはったようす、図 2は、マツの花のりん片のスケッチである。

□⑴　図 1のアブラナのA〜Cを、花の中心にあるめしべから花の外側に向けてついていた順に並べるとどの

ようになるか。次の空欄にA〜Cを書きなさい。

� （中心）めしべ→〔 　 〕→〔 　 〕→〔 　 〕（外側）

□⑵　アブラナの花にある、花弁、がく、子房は、マツの花ではどのようになっているか。次から 1つ選び、

記号で答えなさい。� 〔 　 〕

ア　花弁・がく・子房がある。　　　イ　花弁・がくがある。　　　ウ　花弁・子房がある。　　　

エ　がく・子房がある。　　　　　　オ　花弁がある。　　　　　　カ　がくがある。　　　　　　

キ　子房がある。　　　　　　　　　ク　どれもない。

□⑶　マツの胚珠は図 2の①a、bのどちらか。また、胚珠が成長してできるのは、②果実と種子のどちらか。

� ①〔 　 〕　②〔 　 〕

□⑷　マツの雄花のりん片は図 2の①Ｘ、Ｙのどちらか。また、中に花粉の入っている②つくりを何というか。

� ①〔 　 〕　②〔 　 〕

□⑸　アブラナもマツも種子植物である。①アブラナと②マツは、花のつくりからそれぞれ何植物か。

� ①〔 　 〕　②〔 　 〕

A

B

粗
動
ね
じ

C

A B

a b

Cめしべ りん片X りん片Y図１ 図２
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431〜6の総まとめ

動植物の分類
学習日 月 日A定期テスト対策　 1 ～ 6 の総まとめ

【葉や根のつくり】

❸	サクラの葉とフジの花を観察した。図１はサクラの葉のスケッチである。
□⑴　図１に見られるすじのようなつくりを何というか。

� 〔 　 〕

□⑵　葉に⑴のようなすじをもつ被子植物のグループを何類というか。

� 〔 　 〕

□⑶　⑵のグループの植物の根はどのようになっているか。その特徴

がわかるように、図 2にかきなさい。

□⑷　⑵の植物のグループにはどのようなものがあるか。次から

全て選び、記号で答えなさい。� 〔 　 〕

ア　アブラナ　　　イ　トウモロコシ　　　ウ　ヒマワリ

エ　イネ

□⑸　図 3は、フジの花を示したもので、図 4はその花を分解したものである。

□①　図 3のX、Y、Zをそれぞれ何というか。

� X〔 　 〕　Y〔 　 〕　Z〔 　 〕

□②　図 3の記号のうち必要なものを用いて、受粉について簡潔に説明しなさい。

〔� 〕

□③　図 4のA、B、C、Dをそれぞれ何というか。

� A〔 　 〕　B〔 　 〕

� C〔 　 〕　D〔 　 〕

❹	表は、学校の畑で育てた 3つの植
物について 1年間観察し、その結果

をまとめたものである。

□⑴　表から、3つの植物はどれも同

じグループに分けられることが

わかる。それはどれか。次から 1

つ選び、記号で答えなさい。

ア　裸子植物� 〔 　 〕

イ　被子植物・単子葉類

ウ　被子植物・双子葉類

□⑵　表の植物のおもに食用としている部分が、果実または種子であるかどうか正しく説明しているものはど

れか。次から 1つ選び、記号で答えなさい。� 〔 　 〕

ア　キュウリだけが果実または種子ではない。　　　イ　ジャガイモだけが果実または種子ではない。

ウ　トマトだけが果実または種子ではない。　　　　エ　どれも果実または種子ではない。

図 1

地面 サクラの茎

地中

図２

Z

Y
X

おしべ図 3

植えたもの 葉 花がさいた後 収穫したもの

キ
ュ
ウ
リ

ジ
ャ
ガ
イ
モ

ト
マ
ト

DCBA
図 4
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動植物の分類
学習日 月 日A定期テスト対策　 1 ～ 6 の総まとめ

【種子をつくらない植物・植物の分類】

❺	図 1 は、植物の特徴をまとめたものである。

□⑴　図 1中の X には、めしべの下部のふくらんだ部分の名称が入る。 X に当てはまる名称を書きな

さい。� 〔 　 〕

□⑵　図 1中のAは、植物を子葉の数によって分類したときの子葉が 1枚のグループを示している。このグ

ループを何類というか。名称を書きなさい。� 〔 　 〕

□⑶　図 1中の植物B、Cにそれぞれ当てはまる植物を、次からそれぞれ全て選び、記号で答えなさい。

ア　マツ　　　イ　アブラナ　　　ウ　エンドウ� B〔 　 〕

エ　ユリ　　　オ　イチョウ　　　カ　トウモロコシ� C〔 　 〕

□⑷　図 2のP、Qは、図 1中の種子をつくらない植物

の例を示している。

□①　図 2のPについて適切に述べたものを、次から

1つ選び、記号で答えなさい。� 〔 　 〕

ア　コケ植物で、葉・茎・根の区別がある。

イ　シダ植物で、葉・茎・根の区別がある。

ウ　コケ植物で、葉・茎・根の区別がない。

エ　シダ植物で、葉・茎・根の区別がない。

□②　図 2のQについて適切に述べたものを、次から 1つ選び、記号で答えなさい。� 〔 　 〕

ア　茎がなく、地上に葉、地中に根がある。　　　イ　地上に葉、地中に茎と根がある。

ウ　地上に茎と葉、地中に茎と根がある。　　　　エ　地上に茎と葉、地中に根がある。

□⑸　次の文は、種子をつくらない植物のうち、図 1中のDで示した、葉・茎・根の区別があるグループにつ

いて述べたものである。文中の Y 、 Z に当てはまる語句を書きなさい。

図１中のDのグループは、葉の裏側に Y というものをつくり、その中でつくられる Z によって

なかまをふやす。� Y〔 　 〕　Z〔 　 〕

□⑹　⑸のZは、どのような場所で発芽して成長するか。

〔� 〕

図 1

種子を
つくる

種子を
つくらない

胚珠が　　　　の
中にある

X

…D

…C

…E

子葉が 2枚

…A

…B

子葉が 1枚

胚珠がむき出しで
ある

植

　物 葉・茎・根の区別
がある

葉・茎・根の区別
がない

P Q図2

25iwork_rika_tosho_chu1_mondai_004-049.indd   4425iwork_rika_tosho_chu1_mondai_004-049.indd   44 2024/11/11   16:582024/11/11   16:58

SAM
PLE



451〜6の総まとめ

動植物の分類
学習日 月 日A定期テスト対策　 1 ～ 6 の総まとめ

【脊椎動物】

❻	図１は、5種類の動物を、そ
のからだのつくりや生活のしか

たなどの特徴をもとに順に分け

たものである。

□⑴　図１の特徴①〜④はそれぞ

れ何か。次からそれぞれ 1つ

ずつ選び、記号で答えなさい。

� ①〔 　 〕　②〔 　 〕

� ③〔 　 〕　④〔 　 〕

ア　成長とともに、呼吸のしかたが変化する。　　　イ　水中で生活をする期間がある。

ウ　陸上に卵または子をうむ。　　　　　　　　　　エ　ある程度育った子をうむ。

オ　毛または羽毛でおおわれている。　　　　　　　カ　背骨がある。

□⑵　図 2は、⑴の特徴の選択肢ア〜カを

用いて、図 1とは異なる順に 5種類の

動物を分類したものである。図 2のＡ、

Ｂ、Ｃ、Ｄに当てはまる動物は何か、

それぞれ書きなさい。

� Ａ〔 　 〕

� Ｂ〔 　 〕

� Ｃ〔 　 〕

� Ｄ〔 　 〕

【無脊椎動物】

❼	図 1 は、アサリのからだのつくりのスケッチ、図 2は、ミツバチ
を腹側から見たようすを模式的に表そうとしたものである。

□⑴　アサリの内臓を包んでいる膜Ａを何というか。

� 〔 　 〕

□⑵　図 1のＢを何というか。� 〔 　 〕

□⑶　アサリが水中を移動したり、砂にもぐるときに使う部分はどこ

か。図 1のA〜Cから 1つ選び、記号で答えなさい。� 〔 　 〕

□⑷　ミツバチの骨格は、脊椎動物と異なり、そのからだ全体をおおっ

ている。このような骨格を何というか。

� 〔 　 〕

□⑸　ミツバチのあしはどのようについているか。あしの本数と、つ

いている位置がわかるように、図 2にあしを実線でかき入れなさい。

□⑹　①アサリ、②ミツバチのような無脊椎動物のグループをそれぞれ何動物というか。

� ①〔 　 〕　②〔 　 〕

アマガエル、スズメ、メダカ、ウサギ、トカゲ

メダカ アマガエル トカゲ スズメ ウサギ

はい

はい

図１

いいえ

はい

はいいいえ

特徴①

特徴④

特徴② 特徴③

いいえ

いいえ

アマガエル、スズメ、メダカ、ウサギ、トカゲ

はい

はい

図２

いいえ

いいえ

はい

はいいいえ

A スズメ B C D

いいえ

イ

エ

オ

ア

図 1 A

B

C

触角
目

図 2 （腹側）
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46

学習日 月 日B定期テスト対策　 1 ～ 6 の総仕上げ

❶	次はマツの花を観察したときのレポートの一部である。
〔観察〕1　マツの枝を観察し、花のつき方を調べた。図 1は、そのスケッチである。

2　図 1のA、Bの部分のりん片をそれぞれピンセットではがし、図 2のような双眼実体顕微鏡で観

察した。図 3は、そのときのスケッチである。

3　図 1のXのまつかさからは、うすい羽のような形のものが落ちた。図 4は、それを観察したとき

のスケッチである。

〔まとめ〕1　マツの花は雄花と雌花に分かれていて、どちらの花にも花弁やがくがない。

2　マツの雌花には（　ⓐ　）がなく、（　ⓑ　）がむき出しについている。このため、マツには

ⓒ 。

3　図 4のZはうすく、羽のような形をしていて、一部は厚みがちがっていた。

□⑴　次のⅰ〜ⅵは、図 2の双眼実体顕微鏡を使用するときの、操作の手順を示したものである。ⅴの 　

では、どのような操作をするか、書きなさい。� 〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

ⅰ　観察するものをステージにのせる。

ⅱ　鏡筒の間隔を調節し、左右の視野が１つになって見えるようにする。

ⅲ　粗動ねじをゆるめ、鏡筒を上下させて両目で大まかにピントを合わせる。

ⅳ　右目だけでのぞきながら、微動ねじを回してピントを合わせる。

ⅴ　左目だけでのぞきながら、 　 。

ⅵ　観察する。

□⑵　図 1、図 3のA〜Dの部分について説明した次の文の①、②に当てはまるものをそれぞれ選びなさい。

� ①〔 　 〕　②〔 　 〕

A〜Dのうち将来まつかさになる部分は①｛ア　A　　イ　B｝で、雄花のりん片は②｛ア　C　　イ　D｝

である。

□⑶　まとめの2のⓐ、ⓑに当てはまる語句をそれぞれ書きなさい。

� ⓐ〔 　 〕　ⓑ〔 　 〕

□⑷　まとめの2のⓒに当てはまる文を、「果実」と「種子」という 2つの語句を用いて書きなさい。

〔� 〕

□⑸　図 5は、サクラの花の断面を表したものである。図 3のYの部分

は、図 5のどの部分にあたるか。図５のア〜オから1つ選び、記号

で答えなさい。� 〔 　 〕

□⑹　図４のZはマツの種子をふくむつくりである。Zのうち、種子に

あたる部分はどこか、図６をぬりつぶして示しなさい。

図 1 Ａ
Ｃ

Ｄ
YＢ

Ｘ

図 2 図 3 図 4

接眼レンズ
微動ねじ
粗動ねじ

ステージ

鏡筒

視度調節
リング

対物レンズ

Ｚ

オア

ウ
イ エ

図５ 図６
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471〜6の総仕上げ

❷	次の 5 種類の植物を、図 1のように、特徴Ⅰ～Ⅳにより、A～Eにグループ分けした。特徴Ⅰは「種子を
つくるか、つくらないか。」であり、アサガオはA、ゼニゴケはEのグループである。

アサガオ　　　イチョウ　　　イネ　　　イヌワラビ　　　ゼニゴケ

□⑴　特徴Ⅱはどのような特徴か、書きなさい。

〔� 〕

□⑵　図 1のA、Bのグループを、まとめて何植物というか。� 〔 　 〕

□⑶　図 1の特徴Ⅲはどのような特徴か。次から１つ選び、記号で答えなさい。

ア　花に花弁とがくがあるか、ないか。� 〔 　 〕

イ　花弁の数が 4枚か、5枚か。

ウ　雄花と雌花の 2種類の花をさかせるか、1種類の花しかさかせないか。

エ　葉脈が平行脈か、網状脈か。

□⑷　図 1のAのグループの発芽のときの子葉と根のようすはどうなっているか。また、Bのグループの発芽

のときの子葉と根のようすはどうなっているか。それぞれ簡潔に書きなさい。

A〔� 〕

B�〔� 〕

□⑸　図 1の特徴Ⅳはどのような特徴か。次から 1つ選び、記号で答えなさい。� 〔 　 〕

ア　子葉が 1枚か、2枚か。� イ　乾燥に強いか、弱いか。

ウ　葉・茎・根の区別があるか、ないか。

□⑹　図 1のB〜Dのグループに分けられる植物はどれか。次からそれぞれ 1つずつ選び、記号で答えなさい。

� B〔 　 〕　C〔 　 〕　D〔 　 〕

ア　イチョウ　　　イ　イネ　　　ウ　イヌワラビ

□⑺　図 1のDのグループを何植物というか。� 〔 　 〕

□⑻　図 2は、イヌワラビとゼニゴケを表したものである。

□①　イヌワラビとゼニゴケは胞子をつくってなかまをふ

やす。胞子が入っているつくりを何というか。

� 〔 　 〕

□②　胞子はどの部分でつくられるか。図 2のア〜カから

2つ選び、記号で答えなさい。

� 〔 　 〕

□③　ゼニゴケの仮根のはたらきを簡潔に書きなさい。

　〔� 〕

植物

ＥＤＣＢＡ

特徴Ⅲ

特徴Ⅱ

特徴Ⅰ

特徴Ⅳ

図 1

ア
エ

オ

カイ

ウ

図２
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48

❸	図 1 の 7 枚のカードは、動物のイラストとその動物名を記したものである。また、図 2は、図 1のカード
をそれぞれの動物の特徴をもとにグループ分けしたもので、あとの会話は太郎さんと花子さんが、図２につ

いて話し合ったものである。

太郎　動物の特徴の違いで、グループ分けができたね。

花子　ⓐ背骨をもたない、イカとカニは、さらに、外とう膜をもつかもたないかでグループ分けできたね。

太郎　背骨をもつ動物は、ⓑ子のうまれ方のちがいでグループ分けできたけれど、卵をうむ動物をさらにグ

ループ分けするにはどうしたらいいかな。

花子　例えば、「体表がうろこでおおわれている」という特徴でグループ分けすると、「はい」に当てはまるも

のは、（　A　）になるね。

太郎　その他に、卵をうむ動物を「（　B　）」という特徴でグループ分けすると、「はい」に当てはまるものは、

ニワトリとトカゲになるよ。

花子　そうだね。

太郎　ⓒさらにグループ分けするにはどうしたらいいだろう。

花子　ⓓ背骨をもつ動物について、子のうまれ方以外の特徴でグループ分けできるかどうかも考えてみよう

よ。きっといろいろな分け方ができると思うよ。

図 1

ウサギ ヒラメ イカ ニワトリ カニ トカゲイモリ

図 2
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背骨をもつ
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491〜6の総仕上げ

□⑴　会話の下線部ⓐについて、イカやカニのように背骨をもたない動物を何というか。

� 〔 　 〕

□⑵　イカとカニについて、「　Ｘ　」という特徴でグループ分けしたとこ

ろ、図３のようになった。

□①　Ｘに当てはまる特徴を簡潔に書きなさい。

　　〔� 〕

□②　①の特徴でグループ分けしたとき、イカとカニをそれぞれ何動物

というか。

� イカ〔 　 〕　カニ〔 　 〕

□③　次の動物を、②の動物のグループで分類する。当てはまるものを

全て選び、記号で答えなさい。

� イカのグループ〔 　 〕　カニのグループ〔 　 〕

　　ア　タコ　　　イ　エビ　　　ウ　クモ　　　エ　サザエ

□⑶　会話の下線部ⓑについて、ウサギの子のうまれ方を何というか。� 〔 　 〕

□⑷　会話の（　Ａ　）に当てはまる動物を図 2の卵をうむ動物から全て選び、動物名で答えなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔� 〕

□⑸　会話の（　B　）に当てはまる特徴を、簡潔に書きなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔� 〕

□⑹　会話の下線部ⓒについて、ニワトリとトカゲをさらにグループ分けできる特徴を 1つ挙げ、それぞれの

特徴を簡潔に説明しなさい。

�

□⑺　会話の特徴（　B　）に当てはまらなかったヒラメとイモリについて、異なる特徴を 1つ挙げ、それぞれ

の特徴を簡潔に説明しなさい。ただし、図 2に示された特徴や会話で挙げられた特徴、⑵①、⑸、⑹で解

答として挙げた特徴とは異なるものを答えなさい。

�

□⑻　会話の下線部ⓓについて、

背骨をもつウサギ、ヒラメ、

イモリ、ニワトリ、トカゲを、

4つの特徴でグループ分けし

た図が、図 4のようになるよ

うにしたい。 に特徴、

最下段の に動物名を入れて、

グループ分けした図を完成さ

せなさい。ただし、最上段の

には、「卵をうむ」と同

じ意味のものは用いないもの

とする。

図 3
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